
Q&A 先月の技術相談から

Q：間伐を行うことで，どのくらい地球温暖化防止に

貢献できますか？

A：植栽した苗木は，成長するにしたがい混み合って

きます。その結果，樹木は十分な太陽光を受けること

ができずにやせ細った樹形となります。そこで，適当

に樹木の間引きを行い，太陽光が森林の中に入るよう

にします。この作業を間伐といいます。間伐を行うこ

とで肥大生長が促進され，樹木の幹材積は増加します 

（図 1）。

  　　　　　 図 1　間伐前後の森林イメージ

　樹木は大気から吸収した CO2 （二酸化炭素） と土壌

から吸収した水を用いて光合成を行い，樹体を大きく

していきます。樹木は光合成と同時に呼吸もしていま

すが，呼吸による CO2 放出量よりも吸収量の方が成長

量の分だけ多くなっており，大気中の CO2 を直接的に

減らしています。樹体を構成する C （炭素） はすべて

大気中の CO2 に由来するので，樹木の材積や重量を調

べればCO2の吸収・固定量を推定することが可能です。

　それでは，間伐を行った場合と行わない場合ではど

ちらの森林の方が CO2 吸収・固定量が多くなるでしょ

うか？木材の予想収穫量から比較を行ってみたいと思

います。収穫量は各種育成条件によって異なります

が，造林樹種として一般的なカラマツを例に，1等地，

2000 本植，中庸仕立て，伐期 50 年の条件で比較を行

います。

　まず，適切な間伐を行った場合，間伐材，主伐材を

含めた 1ha あたりの収穫量は 581m3，約 238 トンの CO2

に相当します 1）。これに対し，植栽後から全く間伐を

行わずに 50 年後に皆伐する場合の収穫量は 551m3，約

225 トンの CO2 に相当します 2） （図 2）。

   　　　　　図 2　丸太の CO2 固定量の比較

　一方，間伐作業等の収穫作業や育林作業では林業機

械等の重機が使用され，化石燃料の消費に伴って CO2

が排出されます。適切な間伐を行った場合，50 年間

の造林，育林，収穫作業で排出される CO2 は約 5.5 ト

ンと試算されます 3）。同様に，間伐を行わない場合で

排出される CO2 は約 3トンと試算されます 3） （図 3）。

　　　　 図 3　育林・収穫作業からの排出量の比較

　以上，丸太の CO2 吸収・固定量から作業にかかる排

出量を差し引いて CO2 収支を求め比較をしたところ，

間伐を行った森林の方が無間伐のものより CO2 収支は

約 10 トン，5％程度向上する可能性があります （図

4）。
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                 図 4　CO2 収支の比較

　間伐を行うことが地球温暖化防止に貢献するかどう

かは伐採した木材をどのように扱うかで変わってきま

す。木材は建築物などに加工し，利用することによっ

て，長期間CO2を固定しておくことが可能です。また，

再生可能な植物資源である木材は化石燃料と異なり，

燃焼による CO2 排出をカウントしないカーボンニュー

トラルという概念があります。それゆえ，エネルギー

として利用することで，化石燃料を代替した分の CO2

を減らす効果が期待されます。しかし，間伐の中には

切捨て間伐といって伐採した丸太を森林内に放置する
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場合もあります。この場合，残された丸太は腐朽分解

され CO2 を排出することになります。

　間伐には，人工林の経済価値を高めたり，水源涵養

能力の向上，病虫害・山地災害の防止等の重要な役割

があります。近年では地球温暖化対策として森林の炭

素吸収機能が注目され，全国的に間伐の実施が進めら

れています。間伐を行うことによって木材の収穫量は

増え，CO2 の吸収・固定量は増加します。そして，得

られた間伐材を有効的に利活用していくことが温暖化

防止への貢献に必要不可欠といえます。
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